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基本方針 患者様の権利

¡高度で安全な医療を提供します。 

¡患者様の権利を尊重し、患者様本位の医療を提供します。

¡すべての医療人は互いに連携し、チーム医療を推進します。

¡新しい医療を開発するとともに、未来を担う医療人を育成

します。 

¡京都府における基幹病院として、地域医療に貢献します。

¡個人として尊重され、平等に良質な医療を受けることが
できます。 

¡わかりやすい言葉や方法で、十分な説明を受けることが
できます。 

¡医療に関する個人情報やプライバシーは、保護されます。

¡診療録等に記録された自己の診療内容について、情報提
供を受けることができます。 

¡セカンドオピニオン（他の医療機関等の意見）を希望さ
れる場合は、紹介を受けることができます。



認知症疾患医療センターとは

　急増する認知症患者に対応するた
めに、厚生労働省が平成20年から開
始した制度で、認知症の鑑別診断、
精神症状や身体合併症に対する急性
期治療を提供するとともに、医療福祉関係者への研修などを通して地域の認知症対応
力を向上させる役割を担っており、当院は、平成23年10月から基幹型認知症疾患医療
センターの指定を受けております。

認知症とは

　物事を思い出したり、物を認識したり、道具を使用
したり、話したりする能力に問題が生じて、そのため
に日常生活に支障をきたすようになる様々な病気の総
称です。

認知症の人が地域で安心して生活できるために認知症の人が地域で安心して生活できるために

認知症疾患医療センター認知症疾患医療センター

医療 介護

認知症疾患医療センター
（京都府立医科大学附属病院）

情報センター 
一般相談 
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対応

専門医療の提供 
詳細な鑑別診断 
急性精神症状への対応 
身体合併症への対応

地域連携の強化 
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認知症の人が地域で安心して生活できるために

認知症疾患医療センター 診療の流れ

当院の診療体制

電話相談
まずは、下記相談窓口
にお電話くだ
さい。 
新規相談日を 
予約します。

相談
患者さんの検査（血液
検査やＭＲＩなど）、 
ご家族の予診

診察
専門医による診察 
次ページで紹介し
ているメンタルケ
アセンターの専門
外来でも診察して
います。

相談窓口

●対　象　：ご本人、ご家族、医療福祉関係者 
●受付日時：平日　9時～17時 
●電話番号：075－251－5566 
　　　　　　（認知症疾患医療センター専用窓口）

平成24年度は、568件の相談を受けました。 
また、神経内科、精神科・心療内科合わせて、鑑別診断538件、入院患者
305件（精神科リエゾンの対応を含む）の対応を行いました。

神経内科、精神科・心療内科の医師のほか、私たちが
サポートします！

臨床心理士

事務
看護師

精神保健福祉士

今後も正確な診断と治療を提供し、地域の医療福祉機関との連携を深めて認知症の患者
さま、ご家族の方へのより良いサポートを目指していきます。 
　ご家族だけで頑張り過ぎず、うまく介護サービスや周囲の方の手助けを借りてチーム
で患者さんを支えましょう。



「こころの病気」に最適な医療を！ 

メンタルケアセンター メンタルケアセンター 

一般外来診療に加えて、専門外来によ
る専門的な治療及び入院治療 
〈専門外来〉 
・コンサルテーション・リエゾン外来 
・思春期・青年期外来 
・老年期外来 
・OCD（強迫性障害）外来 
・認知療法外来 
・サイコオンコロジー外来 

総合病院精神科としての重要な役
割である、身体合併症を有する精
神科の患者様の診療にも力を注い
でいます。 

ＭＲＩ・ＣＴなどの
画像検査、認知機能
検査や心理検査など
の専門的検査 

薬物療法と各種精神療
法などを組み合わせた
包括的な治療を行い、
再発予防と早期社会復
帰をめざします 

メンタルケアセンターは、精神科・心療内科が診療を担当しています。 
若年者から高齢者まで、メンタル面に関連するあらゆる病態に幅広く対応
し、きめ細かな診療を行っています。 

〈主な取扱い疾患〉 

〈主な治療〉 

気分障害 

統合失調症 神経症性障害 

摂食障害 認知症性疾患 

うつ病、躁うつ病など 

パニック障害、全般性不安障害、 
社交不安障害、強迫性障害、適 
応障害、身体表現性障害など 

神経性食欲不振症、 
過食症など 

アルツハイマー型認知症 
レビー小体型認知症など 

認知症疾患医療センター 
と連携（前ページ参照） 



メンタルケアセンター 

アー
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作

3Ｄ
画像

左手で②③
を操作

両手で内視鏡を操作

手術の様子

情
報

右手で①
を操作

ロボット部

（ペイシェントカート）

モニター部
（ビジョンカート）

操作部
（サージョンコンソール）

②

②

③

③

①

①

ピロリ外来って、胃潰瘍や十二指腸潰瘍の原因となるピロリ菌を退治
するだけ？と思われるかもしれませんが、そうではありません。日本
人の約半数が感染しているピロリ菌の治療は、ピロリ菌感染症認定医
にお任せください。ピロリがひきおこす様々な病気と戦うことや胃癌
を予防することが、ピロリ外来の熱い使命です。かかりつけのお医者
さんから紹介して頂いてください。あなたと共に戦っていくピロリ外
来をよろしくお願いします。 
　　週2回（月曜日・木曜日） 初診　1時30分から2時30分 
　 再診　2時30分から3時30分

「ダヴィンチ」はサージョンコン
ソール、ペイシェントカート、ビ
ジョンカートの３つの機器によっ
て構成されています。執刀する
医師らはサージョンコンソール
に座り、３Dで立体的に映し出
される患者の視野の拡大画像を
覗き込みながら、手元のコント
ローラを操作することによって、
ペイシェントカートに取り付けら
れた手術器具が連動し、まるで
自分自身の手のように身体の中
で自在に動かすことができま
す。この結果、他の鏡視下手術
と同様に小さな穴から非常に丁
寧な手術を行うことで、出血を
減らし、術後の疼痛を軽減、機
能温存の向上や合併症リスクの
回避など、さまざまなメリットが
あります。

25号病棟は病院の北側に位置する自然豊かな環境
に囲まれた病棟です。園芸療法の庭があり四季を通
じて美しい花が咲いています。 
精神科・心療内科の単科で年齢層の幅広い患者様が
入院されています。 
安心して安全に入院生活が送れるように、他職種で
のカンファレンスを充実し寄り添うケアを目指して
います。 
また、身体的な疾患を合併されている方も多数おら
れ、他科とも連携し心身の病状回復のサポートをして
います。 

ロボット手術装置「da Vinci Siサージカルシステム」、
通称「ダヴィンチ」

ダヴィンチ手術の実施 

～25号病棟～

ピロリ外来を
    開設しました（2013年4月１日から）

消化器内科

半 田 医 師

看 護 師 紹 介



TOPICSTOPICS

患者満足度調査を実施しました！

梶井町パーキングの入院初日及び退院当日の利用を無料化！

患者様用コインロッカーを設置しました!

北南

附属病院駐車場 梶井町パーキング（病院北側）

河 原 町 通

　患者様の利便性を考え、患者様用コインロッカー
を設置しました。 
　外来患者様用のコインロッカーは旧こども病院
１階のコンビニ前に設置し、利用料金は１日当たり
１００円、使用期間は使用開始日を含めて５日以内と
なっています。 
  退院時に次回入院予定の患者様用のコインロッカー
は外来診療棟地下コンコースに設置し、利用料金は
１回当たり２００円となっていますので、病棟でお申
し出ください。

本院では、「患者満足度調査」を平成２５年１月～２月に実施しました。
詳細な結果は院内に掲示しておりますので、ご覧ください。 
◆　実施期間　平成２５年１月２８日～２月８日 
◆　回 答 数　 入院　２４７件　　外来　２９３件 

お車でお越しの皆様へ 
駐車場待ちの軽減のため、外来患者様に加え、混雑する平日の利用に限り、北隣の梶井町
パーキングの入院初日及び退院当日の利用を無料としましたので、御利用ください。

今後とも、患者様の満足度の向上に取り組んでまいります！



一般的に「牛乳は健康に良い」という印象があります。牛乳にはカルシウムやタンパク質
など栄養分が豊富に含まれ、栄養補給のための健康食品としては優れたものと言えるで
しょう。ところが、「薬」を服用している方にとっては、牛乳の成分が逆に治療の妨げにな
ることもありますので、「薬を牛乳で飲む」などということのないようにしましょう。

牛乳が影響する薬は？
◆　骨そしょう症予防薬（ビスフォスフォネート） 
◆　抗生物質（ニューキノロン系・テトラサイクリン系） 
　　→牛乳のカルシウムと結合し、吸収が妨げられ効力が減弱します。 
 
◆腸溶剤：胃酸により効力が失われる成分を守るため、胃では溶けず腸で溶けるよう特殊なコーテ

ィングしている薬。 
　　→牛乳は胃酸を中和するため、腸で溶けるはずのコーティングが胃で溶けてしまい、腸にまで

有効成分が十分に届かず効力が減弱してしまうことがあります。 
 

心当たりのある方は、医師・薬剤師に御相談をお願いします。

　“H(High)”や“L(Low)”は基準値から高い場
合や低い場合に付き、基本的には異常が疑われま
す。基準値は健常者の95%が含まれる範囲を示
していますので、健常者でも5%の人には“H”や
“L”マークがつくことがあります。
　臨床検査項目の内容について詳しくお知りにな
りたい場合は、臨床検査部検査相談室（採血室近
く）までお越し下さい。

第2回　検査結果のＬやＨは悪い印か？

検査結果の見方

「牛乳」と「薬」

例えば次のような薬は、牛乳が薬の効力に影響を及ぼすと
言われています。 
牛乳と薬が胃の中で混ざらないよう、間隔を2時間以上あ
けて飲むように注意しましょう

臨床検査の
豆知識

くすりの豆知識

臨床検査部　連載企画

ASTの結果値に“H”が、
TPの結果値に“L”が 
ついている！ 

図  基準値の求め方

健常者200名を対象にした検査を実施した場合の例



京都府立医科大学附属病院

休　診　日　土曜日、日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

初診受付時間　午前８時４５分～午前１１時まで 

　※再診受付時間は、各診療科にお問い合わせください。 
 敷地内は全面禁煙としております。皆様のご理解とご協力をお願いします。

〒602-8566　京都市上京区河原町通広小路上ル梶井町465

 電話　075－251－5111（代表） 

 ＨＰ　http://www.h.kpu-m.ac.jp

次　回

平成25年12月 
発行予定

（１）イベント・講座等のご案内

（２）その他のお知らせ

事　　項

事　　項 内　　　容 問合せ先

1

1

2

2

3

開催日時 内　　容

会　　場 定　　員

会　　場 定　　員

会　　場 定　　員

参加費 問合せ先

歯科公開講座
「第17回
　歯の健康講座」

診療予約情報を
メールで
お知らせ

10月5日（土）

13:00～15:00

100名

無料

京都府立医科大学
基礎医学学舎１階

第９回
腎臓病学習会

■歯科検診及び相談コーナー設置
■京都市上京歯科医師会 水野昭彦先生によ
る「京都府医師会在宅医療サポートセンター
の実際について（仮）」についての講演
■歯ブラシ等の清掃グッズの展示

歯科
TEL：075ｰ251ｰ5043
FAX：075ｰ251ｰ5045

11月16日（土）

13:30～15:30

100名

無料

京都府立医科大学
北臨床講義室

腎臓専門医・管理栄養士・臨床検査
技師・看護師が皆さんと一緒に学習
する会です。当院通院中でない方も
参加可能です。

御希望のメールアドレスに診療予約情報を予約日の前日に

送信するサービスを行っています。

平日午前９時～12時まで登録を受け付けますので、登録希

望の方は外来診療棟１階総合案内までお申し出ください。

インターネット
で健康管理
「まいこネット」

「まいこネット」に御利用申請いただきますと、当病院での

検査結果、処方の内容など健康データがご自宅のパソコン、

携帯電話から閲覧できます。

利用申請書は、外来診療棟１階５番窓口でお渡ししています。

栄養管理部
TEL：075ｰ251ｰ5244

病院経営企画室
TEL：075ｰ251ｰ5254

ひだまりサロン
9月5日（木）
「がんの痛みにつ
　いて、お薬以外
　でできること」
10月3日（木）
「乳がん術後の
11月7日（木）
「フリー座談会」
　対象疾患：大腸がん

13:30～14:30

20名

無料

京都府立医科大学
外来診療棟１階
カンファレンスルーム

がん患者さんとご家族を対象にした患
者サロンとミニ講習会です。（患者さん
やご家族が体験を語り合い、情報を交
換する場です。） がん相談支援窓口

TEL：075ｰ251ｰ5283

病院からのお知らせ病院からのお知らせ病院からのお知らせ病院からのお知らせ病院からのお知らせ


